
白内障手術までの流れ 

 

１．検査（視力・眼圧・全眼部･眼底検査） 

    白内障以外の病気がないか診察をした後に手術日を決定します。 

他の病気が見つかった際はそちらの治療が優先になる事もあります。 

 

                                   白内障とはどんな病気か、 

どのような手術を 

するのかなどが詳しく書いてある 

パンフレットと手術をされた方の声を 

お渡しします。 

また、手術前後のスケジュールも 

お渡しします。 

 

ご自宅でお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．手術前検査と説明（手術日の２～３週間前） 

    眼の検査･･････角膜曲率半径・眼圧・角膜内皮細胞・眼軸測定 

    体の検査･･････心電図・採血・感染症の有無・麻酔薬が体に問題ないかのテスト 

    説明･･････････ご家族の方と手術についてのお話があります。１５～２０分位かかります。 

    内科に紹介状･･かかりつけの内科に紹介状をお書きし、内服の有無や全身状態を教えていただきます。 

体の状態によっては総合病院の眼科に紹介させていただく事もあります。 

 

３．手術前の診察（手術前の金曜日か土曜日） 

    手術前最後の診察です。手術日までに点眼していただく薬が処方されます。 

    日曜日から点眼を開始していただきます。 

 

４．手術日（水曜日） 

    指定された時間から点眼を開始してください。 

帰宅後はご自宅で安静にしていただきます。読書やテレビは見ないでください。 

 



白内障手術後の流れ 

 

水曜日（当日） 

眼帯は必ず外さないでください。 

 

木曜日 

９時に来院していただきます。眼帯を外して、診察検査をします。眼底検査がありますので、 

お帰りは１０時すぎになります。お帰りからは、眼帯の代わりに眼を保護するメガネを購入して、かけていただきます。

（一週間位） 

手術後は見え方が安定せず、遠近感も今までと異なります。車の運転はしないでください。 

洗顔、お風呂や仕事は先生の許しが出るまでしばらく出来ません。 

 

金曜日・土曜日・月曜か火曜日・その次の月曜か火曜日 

診察があります。都合のよい時間で構いません。 

その後の診察は個々によりますが、診察は続きます。 

 

 

 

メガネについて 

眼内レンズは遠近両用ではありません。遠くを見えるようにすると手元はメガネが必要になります。 

遠くか近くを見やすくするかは、手術前に先生とご相談ください。 

手術後は度数が安定しないため、メガネは術後一ヶ月位以降がよろしいでしょう。 

 


